














日由の声No.9�- (8)

報告 南アの図書活動援助への協力者顔合わせ会 程塚明子

アジア ・ アフリカと共に歩む会に、何らか
の形で協力している方が一堂に会する催しが
1 0 月 7 日に、北浦和の労働会館で行われま
した。

移動図書館車プロジェクトを支援してくだ
さっている方、大量の本を寄贈なさってくだ
さったアメリカンスク ールの方、南アフリカ
から、留学生として来Hなさっている方、与
野郵便局の方、本を送る作業をしている会員
等が出席してくださいました。

大学で、福祉関係の教授をなさっている方
は「私どもの学生の何人かが、阪神大震災の
ボランティアに行きました。彼らの体験談を
聞いて｀ボランティアというのはそこに協
力を必要とする人がいる、自分にもできるこ
があるならと、思わず足が一歩前へ出てしま
うような、自然発生的な行動であるというこ
とがわかりました。」と、語っていました。

また、会員のひとりは、 「この団体の活動は
皆さんから送っていだいた本を梱包し、南ア
フリカに送る、現地に行って、本が役立って
いる様子を見てくるという、具体的で、わか
りやすいボランティアだと思います。Jと、
言っていました。

普段は顔を合わせることがない方々の、サ
ンドイッチをつまみながらの、肩のこらない
交流となりました。会は、自己紹介、移動図
書館車プロジェクトの経過報告、質疑応答と
続き、終了時問を 30 分押してのお開きでし
た。

この会で、おぽろげながらも、私達の活動
の全体像が、そして、一人一人の僅かな力を
持ち寄って、支えている小さな市民団体だと
いうことが、おわかりいただけたのではない
でしょうか。

阪神被災外国人学校援助の途中報告

被災した神戸東朝鮮初中級学校と神戸中華同文学校には会から3月と8月に計3回訪問
し、また朝鮮学校の白校長は会まで足を運んで下さいました 。 会(TAAA)に集まった寄付
金の合計は10月 11 日現在で 119ガ4677Pl です。これまでは上記の学校に被害に応じて 4 対
1で送ってきましたが、中華同文学校は8月の時点で修理のめどがついたということです
ので、今後は朝鮮学校に送ります。朝鮮学校は校舎が再建されつつありますが、保護者や
地元の後援者が被災者でもあるため、通常の運営費についても苦労があります。

しかし震災をきっかけにいくつかの外国人学校が速絡しあって政府や自治体と各種学校
扱い見直しや助成金の支給についての話合いを持つ場も生まれています．
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[11J アフリカ直輸入 胃璽デー沙
ルイポス ティ ー販売のお知らせ
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「ルイボス・ティー」1箱 80バック入り

l 1箱2,000円（送料・税込み）
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